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「人は、相手を好きだから何かしてあげようと思う」 「人は、何かしてあげたから好きに

なってしまう」 

「好かれたいなら上手に“してもらう”ことが大切」 本文より 

（ はじめに ） 

「勇気づけの心理学」として近年ブームとなったアドラー博士も、全ての悩みは人間関

係にあると云っています。 

皆さんは相手とのより良き人間関係を築こうとして「もっと自分が頑張らなきゃ」「もっと

自分を変えていかないと」 

と考えているのではないでしょうか。そこで私から読者の皆さんに質問させてください。 

第1問 あなたにとって一番大切な人は誰ですか？ 

第2問 その大切な人は皆さんにとって自分をいろいろと助けてくれる人ですか？ 

それとも、自分の方から相手をいろいろ「助けてあげたい」と思う人ですか？ 

～脳は辻褄を合わせるために、変えられない過去の行動ではなく、自分の考え方を変

えようとするものです。 

その結果「自分が体を張って、この女性を助けたのは、この女性が好きだからだ」と、

考えるようになります。 

～つまり、「人は、相手を好きだから何かしてあげようと思う」 「人は、何かしてあげた

から好きになってしまう」と、言う事です。 

 このテクニックは、例えば上司に何か仕事を手伝ってもらいたいとき、友達や恋人に

お願い事があるときに、相手との関係で使えます。 

 そのために、他人から「助けてもらう人」になる事で、他人から「好かれる人」にもなれ

るのです。正に一石二鳥です。 

Part 1 あなたが頑張るのをやめれば、みんなが幸せになれる 「弱みを見せる人ほど、

他人から愛される」 

～「何かをしてくれる人だから」という理由で、相手を好きになる事はないのです。 

それどころか、自分が何かをしてあげると、つじつまを合わせるために相手の事を好

きになってしまいます。 

 皆さんが人間関係で悩んでいるとしたら、それは皆さんが他人に対して「やってあげ

る人」だからです。 

少しくらい他人に弱みを見せられる人の方が「好かれる」「愛される」という意味では

正解なのです。 



～自分に対して好意を抱いてもらうには「相手に自分の弱みを見せて、助けてもらう」

というプロセスが必要です。 

□ 助けて貰う事で相手も幸せになる～相手は決してお返しを期待している訳では

ないのです、だから責任を感じる必要はありません。 

   人は誰かに何かをやってあげる事で「自分は必要とされている」と感じられる生き

物だからです。 

   お金の増加で高まらなくなった幸福度を高める最後の手段として、人は他人の為

に行動するようになるのです（例＝ビルゲイツなどの資産家が巨額の寄付金） 

 □自信がない人ほど相手に何かしたい～「何かをしてもらったら、同じだけか、それ

以上にお返しをしなければならない」と、プレッシャーを感じていて、そしていつか

耐えられなくなります。それだけでなく、「絶対に親切を受け取らない様にもう会う

のもやめよう」とも思います。 

   尽くす女性には、ヒモの様な男性でない限り親切を受け取り続けるというプレッシ

ャーには耐えられないのです。 

過保護な親も同じです、彼らは自分に自信がないから尽くして、干渉していないと

他人から必要とされていることを実感できないのです。 

 ～職場によくいる「口うるさい上司」もこれと同じ構造です。 

自分が部下をコントロールして「仕事をしている気になっている」ケースが多い。 

～そろそろ頑張っても報われない「やってあげる人」を卒業して「やって貰うばかりで

も好かれる人」になりましょう。 

COLUMN ダメ男と小悪魔女はなぜ人を使うのがうまい？ 

ダメ男は彼女にいろいろしてもらう、小悪魔女は我儘で男たちを振り回して助けて

貰うプロ中のプロです。 

自分の弱みをストレートに見せるというのが彼らの戦法、「小悪魔女は」相手が少し

無理をすれば叶えられる程度の我儘をあれこれ言う事で自分に夢中な男性に 

「彼女の高い要求にこたえたい」という自信を与えます。 

小悪魔女は男性が我儘に答えてくれた瞬間に「ありがとう！」と思い切り甘えるが

我儘を拒否すればすぐに機嫌を悪くします、ホステスの多くがこのテクニックです。 

PART ２ 「やってもらえる人の」の 3つのルール  

「人間関係で頑張らない」皆さんは自分で何でもやり過ぎています。 

「ルール １ 尽くさない」 

～皆さんが目指す、のはやってもらえる人になる事です「いい人＝どうでもいい人」と

いう言葉があります。相手を慣れさせないことが基本です。 

その為には自分の行動に「ランダム性」を持たせる事で相手が慣れてしまわないよ

うにする事です。プラスの可能性だけでなくマイナスの可能性のあるギャンブルは

その条件にぴったりです。必ず勝つギャンブルには誰も嵌りません。 



   すべきことはひとつだけ「周りに惜しみなく与えていた親切を、ちょっとだけ止めて

みる事です」たまに尽くすと感謝されます。 

「ルール ２ 強がらない」～心配させる、弱みを見せる、とも言い換えられます、相手に

何かしてあげたい、助けたいと思わせる事です。 

□「支えさせてあげる」事が大事です、そして「持ちつ持たれつ」が基本でも、ある程度

は「支えさせてあげる」事が大切です。 

他人に何かを任せるということは「人を育てる」事にもつながり、お互いにとって幸福

な状況が出来上がるのです。 

つまり上から目線でなく「横から目線」「私はあなたを必要としています。本当にあり

がとう」と、感謝の気持ちを伝えるのです。 

□駄目なところを見せて「共感」を得ると、「好きになる」事が出来るのです。 

完璧な人は周りに無力感を与えてしまうのです。 

「ルール ３ 頼まない」～何かをしてもらいたいときに「お願い！」という言葉を使うのは

ご法度です。 

□相手の望む未来を「暗示」してあげる 

～私の知り合いに、付き合っていた彼氏に高価なバイクを買ってあげた女性がいまし

たが、彼氏にねだられたわけではないと、理由を聞いてみると「バイクがあったら君

を後ろに乗せていろんなところに行けるのにね」の一言だった、と 

COLUMN 対面・電話・メール・・・・・・どう使い分ければいい？ 

～感情を伝えるには対面、但し「本心がばれやすい」というデメリットもあります。 

 電話は「感情の伝わりやすさ」というメリットも「本心のばれやすさ」というデメリットも  

対面よりは少ない、戦略的に「お願い」するにはメールは「冷静にやり取りできる」と、

いうメリットがある。 

～「イエス・セット法」精神科医ミルトン・エリクソンの催眠療法から生まれたコミュニケー

ションのテクニックで相手から必ずイエスという返事がもらえそうな質問を 3つ用意し

て、それを会話の中に盛り込んでいきます。 

例えば 1回目「今日は本当に暑いですね」～「そうですね」   

2回目「夏本番っていう感じがしますよね」～「本当ですね」 

3回目「特に今日は暑いですね」～「たしかに」 

そして 4 回目以降に「こんな日にはビヤガーデンに行きたいですね」もしくは「海なんか

に行ったら気持ちがいいでしょうね」 「今度ご一緒にどうですか？」すると相手は反論し

たり断ったりすることが難しくなり、引き受けざるを得なくなります。 

場面によって対面・電話・メールをうまく使い分けていきましょう！ 

 

                                              （ 前編 ） 


